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baxxRxQxP  )()()( とおく。 )0,0(),( ba である。 

    222
)()()()(2)()()( baxxRxQbaxxRxQxP  が、 )(xQ で割り切れるので、 2)( bax が )(xQ で割り切れる。 

)(xQ は 2次式であるから、定数 qによって、 )()( 2 xqQbax  と書ける。 

 

ここで、 0a とすると左辺 2b は定数であり、 0q でなければならない。 

結局 0 ba となり、 )(xP が )(xQ で割り切れないことに反する。 

 

したがって、 0a であるから 
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0)( xQ は、重解
a

b
x  を持つ。(証明終) 


